
APORS2003に参加して  
贋壷・萎f週   

大山 達雄（政策研究大学院大学）  

アジア太平洋地区各国のOR学会を構成メンバーと  

する国際組織であるAPORS（Association of Asia－  

Paci丘cOperationalResearchSocieties）の3年に一  

度の国際学会である第6回APORS2003が2003年  

12月8～10日にかけてインドのニューデリーで開催  

された．Prof．M．C．Puri（UniversityofDelhi）を実  

行委員長としてニューデリー地区の学会関係者を中心  

に開催準備が行われたが，年末12月という時期の制  

約，そして例のSARS，テロの心配もあってインド  

以外からの出席者は少なかったものの，インド国内か  

らの参加者が多かったせいもあって，総参加者約500  

余名を得た．学会は3日間にわたってニューデリーの  

ほぼ中心にあるホテルGrandIntercontinentalNew  

Delhi内の三つの会場で60余のセッション構成で開  

催され，すべての会場で活発な議論，意見交換が行わ  

れた．わが国からは，招待講演の茨木教授（京都大  

学），西開教授（広島大学）をはじめ10数名が参加し  

たが，他には米国，英国，ドイツ，オーストラリア，  

フィリピン，シンガポール，韓国などからそれぞれ数  

名程度の参加であった．外国からの参加者がさほど多  

くなかったからであろうか，主催者であるインドOR  

学会の接待はなかなかのもので，“英国仕込み’’の  

hospitalityあるいはceremonialeventというのだろ  

うか，開会式典の式次第の荘厳さ，すべての招待講演，  

セッションチェアに対する感謝状と記念品の授与，懇  

親パーティー，夕食会の豪華さ，インドOR学会事務  

局への招待などかなり厚遇されたという印象である．  

いずれにしても，彼らのすべての心からのもてなしに  

対して，改めてこの場を借りてお礼を申し上げたい．   

学会開催中の9日に，これもAPORS開催中の恒  

例行事ではあるのだが，会長であるProf．S．P．Muk－  

herjee（University of Calcutta）のもとでAPORS  

理事会が開かれた．わが国からはAPORS Secretary  

を担当している筆者と茨木先生が参加したが，他には  

ElisedelRosario（フイ））ピン），SungJooPark（韓  

国），Paolo Toth（University of Bolognia，IFORS  

President），そしてマレーシア，オーストラリアなど   
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開会式  

であった．そこでは，以下のような議題が話し合われ  

た．  

（i）APORS構成国間の活動，交流をより活発にす  

るために，Newsletterの発行，Journalの各国  

への無料配布等を考える．APORSはIFORS  

の下部組織でもあるので，APJORとIAORの  

関係を新たにすることも考えられる．  

（ii）APORS次期会長はAPORS2006開催国フィ1）  

ピンの現学会会長Vice Reventar氏が担当する．  

副会長はProf．SungJoo Park（KAIST，韓  

国），事務局長は筆者が継続して担当することに  

なった．Treasurerは今回から置かないことに  

した．   

仙2004年7月19～21日にマニラ（フィリピン）  

で行われるIFORS Teachers’Workshopは主  

として途上国におけるOR teachersの技術向上  

を目指すものであるが，APORS各国が送って  

ほしいと要望した．またAPORS主催のYoung  

Scholars’Programを開催してはどうか，との  

提案もされた．  

（iv）APORSからIFORSへの代表はProf．S．P．Mu－  

kherjeeとし，IFORSVicePresidentを担当す  

ることとした．   

茨木教授と筆者とはAPORS終了後12月12～14  

日にカルカッタで開催されたIAPQR（Indian Asso－  
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主体の400余名の学会であったが，インドのOR学会  

の主要メンバーがニューデリー，カルカッタで活発な  

活動をしていること，“インドのシリコンバレー’’で  

あるBangaloreからも多くのソフト産業関係者らが  

これらの学会に積極的に参加していること，カルカッ  

タの学会事務局が以前の会長経験者ら学会OBを中心  

に活発な交流，情報交換を続け，国際交流に対しても  

かなり積極的であることを感じてきた次第である．   

ほぼ1週間という短いニューデリーとカルカッタ滞  

在ではあったが，2度目のインド訪問ということもあ  

って，またインド人のエネルギーとたくましさを身近  

に感じるようになった．APORS活動をはじめとして，  

いろいろな機会を利用しつつ，アジア地区における  

OR学会員の交流がますます盛んになることを期待し  

たい．  

APORS理事会メンバー   

ciation for Productivity，Quality＆Reliability）主  

催の国際シンポジウムにProf．PaoloToth，E．Rosar－  

ioらとともに参加した．こちらもインドOR学会員  
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